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経済危機に処する福祉国家スウェーデン

Sweden， managing to be a Welfare 

State in the Economic Crisis 

1970年代の(とくにその後半の〉経済危機が工

業先進諸国に与えつつある打撃の深刻さは、スウ

ェーデンにおいても、もとより例外ではない。

ウプサラ大学の RagnarBen tzel 教授は、著名

な経済学者であるが、 2月22日のダーゲンス・ニ

ーへーター紙は、同教授によるスワェーデン経済

の今後5年間におけるきわめて悲観的な見通しを

紹介している。すなわち国民の消費は今よりふえ

ることはなしこの経済問題はまた一連の重大な

社会問題を誘発するであろう。実質的賃金の増加

は起こりえず、賃金交渉は諸集団聞の再配分をな

すにすぎない。それゆえ集団によっては今より所

得が低下しよう。すでに勤労者と退職者、農業者

と非農業者との聞には対立関係が見られるが、集

団的利害対立は今後一層増大するものと Bentzel

教授は断言している。

同教授は、今後5年間の同国経済の展開の幾つ

かのコースを予想した上で、その何れの場合で

も、私的消費は停迷か減少の結論に達するとい

う。(ちなみに過去数十年間、私的消費の増加率

は年平均 3.5%であった。〉 スウェーデンが国民

所得の統計を始めたのは1891年であったが、それ

以来、 5-6年間も継続する不況の長期化は今回

が初めてである。果して同教授の予測通りになる

ならば、それはスウェーデン経済の構造的破産を

意味することになると Bentzel教授はいう。そし

てさらに今後の老齢年金制維持のためには、退職

年齢を再び引上げざるをえまい、との考えも打出
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されている。

舞台は変って 1月27日、スイスのDavosで1週

間にわたり聞かれた経営セミナーで、ヨーロッパ

各国から参集したビジネス界の代表者たち 500人

を前にして、 「スウェーデン使用者連盟」の会長

Curt Nicolin氏は、 一種の「福祉見直し論」を述

べ、勤労がもっと刺戟されるようにこの国の福祉

制度は改変されるべきだ、現在の制度では、働

く者と働かない者との所得の差は概算して一日

11.75クローナ(今日の邦貨換算、約623円〉に過

ぎない、これでは勤労意欲の減退は必至、と論じ

た。

Nicolin氏は、失業防止のために新規に教育訓

練中の離職者に支払われている一日 25クローナ

(邦貨換算約 1，325円〉の「訓練手当」実施に際

し、必要な経過的調整措置が欠けていたと政府を

批判し、また有給休暇5週間制にも不満を示した。

さらに同氏は、日本を例に引き、日本には生産

意欲も勤労意欲もあり 、また労使協同の必要性に

対するよき理解が厳存しているとして、ヨーロツ
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パ人は日本に学ぶべき点が多い、と説いた(1月

28日ダーゲンス・ニーへーター紙〉。

もとより Nicolin氏は、福祉水準の向上そのも

のに反対するのではなく、働く者と働かない者と

の差を処理するのに、経過的調節の安全弁があっ

て然るべきだ、というのである。

ヨーロッパ人が自己反省して、個別性の智慧を

日本に求め、日本例も自己反省して、西・北欧シ

ステムの社会性に更に学ぶ。その両者交流を促進

する契機は、皮肉にも1970年代後半の経済危機で

あるもののま日くである。

ス ウ ェー デン王 立図書館
The Royal Library 

一一世界の図書館(同一一

三浦永年氏
Mr. Einen Miura 

本稿は、著者ならびに出版社の丸善株式会社の諒解をえて

「学鐙」第75巻第3号より転載したものであります。

スウェーデンの王立図書館の正式名は IKUN-

GL. BIBLIOTEKET Jといい、これは文部省の

直接管轄下にある国立図書館で、現在、ストック

ホノレム市の中J心地にあるホームレゴーデン (HU-

MLEGARDEN)という公園の中に建っている。

この図書館の始まりは16世紀中葉、王宮内の書

庫に並べられた国王エリック14世の私蔵本だけで

あった。しかし、 1576年、王立図書館はエリック

14世や政治家などのコレクションをある修道院の

ペーダー ゴーギオム・テオロギコム (PAEDA-

GOGIUM THEOLOGICUM)という教育学と

神学研究所に預けた。そして、 1590年にと緑の廊

下ミと呼ばれる長さ90メートノレ、幅3メートノレの

王宮の北側の所にヨハン 3世のコレクションと研

究所から戻ったコレクションの一部を加えた。そ

れから、グスタフ 2世アドノレフは1620年、研究所

にあった残りのコレクションをウプサラ大学の創

立にあたって寄贈した。

1648年の火事で書籍の一部を焼いたが、 と緑の

廊下ミとは別の館の多くの部屋を書庫とした。そ

して、次第に所蔵する書籍の数も増えていった。

特に、 1618年から48年までの 130年戦争」の時、

プラハやヨーロッパの各地から多量の書籍を購入

して、 17世紀中葉までには図書館としての大きな

機能を持つようになった。 1661年には再び書庫は

東北館の塔のある部屋に移された。その年に国内

で印刷される全ての書類文献を保存する義務を持

ち、他の教育文化機関と連携して学術研究資料を
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確保するようになった。

ところが、 1697年の大火で図書館を含め王宮の

大部分を焼失してしまった。幸い、猛火から持ち

出された僅かの貴重な書籍は王宮からアクセノレ・

リノレイエ伯爵家の一室に置かれたが、それ以降、

長い間、 1カ所に所蔵されることな く、 1714年、

貴族の 1人フマオンデスカ・パラツェット家に移さ

れたが、ストックホノレム市当局がこの家を市庁舎

として購入することを決めたため、 書籍は別の貴

族ペア・ブラへス家に1730年移されたが、所蔵さ

れた部屋は古く、暖房設備がないため、長く厳し

い冬の北欧での保存状態は非常に悪かった。大火

のあとすぐに、へードグィック・エレロノラ女王

は新王宮の設計にあたって、王宮の北館に図書館

をめを設置するように指示した。その後、王宮の

建設ぐって、設計の変更や工事の中止などによっ

て、初めの計画よりだいぶ遅れ、新王宮が完成し

たのは1768年であった。したがって、書籍が保管

されていたペア・ブラへス家からようやく王宮内

の書庫に移されたのは、あの大火から約70年後で

あった。

それから約90年後、その場所は再び小さ過ぎる

ようになったので、書籍の一部がブラズイホルゲ

ンメンにあるフイスカルゴングン館に1856年移さ

れた。その後、 1865年に国立博物館の完成によっ

て、そこに陳列される絵画、彫刻、工芸品、甲胃、

貨幣、出土品などが王宮を初め、各地から出展され

た。しかし、書籍は独立すべきものとして、王宮
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図書館の館長クレムミングや建築家のハラノレド・

ヴイーゼノレグレンなどはそれに加わらなかった。

そして、王宮の空いた部屋にフイスカノレゴングン

館から保管されていた書籍が運ばれた。

さて、 18世紀中葉から起った産業革命によっ

て、本の生産も印刷及び製紙機械の改良と技術向

上によって急速に伸びていった。しかも、それは

19世紀に入ってますます多量に生産されるように

なった。当然ながら、王宮の図書館は小さくなっ

たため、各研究団体や学者などの要望のもとに、

国王は王宮外に新しく土地を求め、文化的あるい

は学術的な書籍の保存と研究を目的として、新王

立図書館の建設を決めた。しかし、建設にあたっ

て、設計者の交換、物価の値上り、建設費の削減

などの問題が持ち上がれ運営はあまりうまくい

かなかった。最終的には建築家ダールの指導のも

とに工事が進行された。そして、 1871年 7月に着

工した王立図書館の建設は、 6年半の年月を経

て、ょうやく、 1878年 1月に完成した。これが現

在の建物である。当時、ガス燈が使われていたた

め、常に火災の危険があったが、電燈に交換され

たのは1892年で、それから次第に館内の設備が整

うようになった。

完成当時、図書館は蔵書収録20万冊の設計で建

設されたが、将来の蔵書の増加を予測した場合、

十分な収容能力を持った建物ではなかったため、

1918年、国王の指示に従って建築家アクセノレ ・ア

ンダースベノレグは図書館に平行して新館を建て、

旧館と新館を結ぶ廊下を設計した。しかし、 1940

年以降、館内は再び狭くなり過ぎ、 1952年、ウノ

・グィラス館長が建設省を新しい図書館の建設に

ついて話し合ったが、もとの場所に留まるべきも

のとして、 1957年に、読書閲覧室、研究室、図書

館員の部屋、書庫などが地階に二倍の大きさに拡

張されたが、それでも十分な広さではなかった。

現在、王立図書館に新館を増築すべきか、あるい

は、別の場所に大樹莫な王立図書館を新築するか

という計画について論議がなされている。

王立図書館がある公園は16世紀に貴族の菜園と

して使われ、 17世紀には王室や貴族の遊園地とし

て使われた。現在、市民の憩いの場として開放さ

れている。また公園内に、スウェーデンが世界に

誇る植物学者リンネの像が図書館を見守るように

立っている。図書館は長方形の建物で、淡黄色の

壁に白灰色の線で縁どりされた美しいすがたをし

ており、蔵書数は一般図書約 100万冊、マニュス

クリプト 1万4千点などを初め、エッチング・リ

トグラフ、新聞、写真、論文、パンフレットなど

多数を所蔵している。特にコレクションしている

のは、マニュスクリプト、インキュナブラ、稀期

本、古地図はもちろんのこと、紋章学、装飾学、

フランス舞台劇、イタリア歌劇、動物などがあ

る。その中に、エリック14世、ヨハン 3世、グス

タフ 3世、ダスタブ 4世、アドノレフ、カーノレ、3世

やその他の国王のコレクションがある。また、王

立図書館が世界に誇る本 「悪魔の聖書J(GIGAS 

LIBRORUl¥のがある。これは1204年から30年に

ボへミアで作られたもので、 160頭のロパのスキ

ン、いわゆる 618ページに及ぶパーチメントを使

った中世ヨーロッバ最大のマニュスクリプトとし

てあまりにも有名である。また、西歴750年頃に

記述されたラテン語のゴスペノレ、非常に珍しい古

いアイスランド語iのマニュスクリプト、 トノレデン

ショーノレ氏による日本文献コレクション、スティ

エノレン氏のゲーテやワグナ一文献コレクション、

ノfーグマン氏の紋章学文献コレクション、エノレゼ

グィア・プレス本のコレクションなど歴史的、文

化的に価値がある書籍を相当数見ることができ

る。

私は1972年、 73年、 75年、 77年と 4度ほどこの

図書館を訪れる機会があった。それは、造本装槙

芸術に関する書籍に興味を持っていたからであ

る。そこでは、ジャン・グロリエが所蔵した4冊

の本、ノレネッサンス期に活躍した有名人のために

制作されたコーデックス、マニュスクリプト、イ

ンキュナブラを初め、パロック期におけるローマ

ンスタイノレの装楠本、イギリスのロジャー・パー

トレットの装慎木、アノレパート・マグナスのエノレ

ゼヴィア・プレスの装隙本、フランスのフロリモ

・パデ、イエの装植本、 ドイツのゴーノレド・レザー

スタイルの装槙本、ロココ期におけるフランスの

パデ、ル一、 ドロム、 ドサーなどの装槙本やロマン

主義期のトラウツ、スミイエ、 トーベナーなどの

装楠本を見ることができ、それらが非常に素晴し

く、完全なものであることを知ることができた。

造本装備に用いる真織のスタンプ、パレット、ノレ

ーレットなどが時代ごとにガラス戸棚に並べられ

て、保存されているのは見事である。

また、王立図書館の建物総面積は約 6，500平方
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メートノレで、貸出し室、写真再生室、カタログ

室、陳列室、新聞及び雑誌室、読書室、研究室、

科学者及び筆記室、食堂、クローク室、製本及び

修理室、マニュスクリプト室、地図及びプリント

室などに分かれている。また、図書館の機能上、

重要な書籍の管理組織は、スウェーデン文献資料

部、新収図書部、書誌部、カタログ部、製本修理

部などに分かれている。また、王立図書館の発行

物はスウェーデンのいろいろな図書に収録されて

いる全ての書籍を網羅した年鑑iACCESSIONS-

KATALOGJを初め、 iSVENSK BOKFOR-

TECKNINGJ (スウェーデン書誌学〉、 iDOKU-

MENT A TION OCK DAT AJ(記録文書と資料〉

などがあり、内外の各機関と情報の交換業務を行

っている。

図書館を利用する外国人は、パスポートなどの

身分証明書を提示しなければならない。その時、

大学、研究所あるいは大使館などからの推薦状を

持参すると、手続が簡単で、研究対象となるいか

なる書籍文献をも閲覧することができるようにな

っている。正面の入口から入ってすぐ左側に受付

があり、そこで書類手続を行うが図書館員はたい

てい母国語のほか、英語、 ドイツ語、フランス語

などを話すので不自由なく閲覧することができる。

最後に、図書館の利用時聞を記述すると次のよ

うになっている。

←)、一般図書閲覧時聞は月曜日から土曜日までの

8時45分から22時まで(但し、金・土曜日は18時

まで〉、日曜日は11時半から17時まで、同、貸出

し及び返却時間、月曜日から土曜日までの 9時半

から18時まで(但し、土曜日は14時まで〉、日曜

日は休み、 伺、マニュスクリプトの閲覧時聞は月

曜日から土曜日までの 8時45分から17時まで(但

し、土曜日は13時まで〉、日曜日は休み、伺、古

地図・エッチングなどの閲覧時聞は月曜日から土

曜日までの 8時45分から12時までと13時から18時

15分まで、日曜日は休み、伺、複写再生の利用時

間は、月曜日から金曜日までの 9時半から18時ま

で、土・日曜日は休み、料、受付時聞は月曜日か

ら土曜日までの 9時から17時半まで、 (但し、土

曜日は15時まで〉、日曜日は休みである。

(装憤芸術家〉

最近のスウェーデン経済・社会ニュース

今後 5年間におけるスウェーデンの工業生産、

年間 3%上昇する見込み

産業省が、秋におこなった報告書によると、ス

ウェーデンの工業生産は、 1976年から1982年にか

けて，年間 3%の上昇が見込まれ、 1970年代上半

期よれ幾分安定するものと思われる。一方、就

業時聞は、年間 2.3%減少すると思われる。

この成長は、以前の1970年代に比べて、生産性

が、年 5.3%という比較的高い生長率を意味す

る。週平均就業時間が年に 0.8%短縮するに際し

て、 1976年から1982年における工業雇用者数は約

85，000人減少すると思われる。

同省の見通しによれば、 1977年から1982年にお

ける年間平均工業投資は、 1976年の投資水準を13

%下回るものと思われる。

全数値は、さまざまな工業分野において、かな

りの相違を含むことが重視される。年間成長率4

%以上が期待されるのは、製材、化学、ゴム及び
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プラスチック、電気機械、機械工業で、一方消費

財の分野では、水準以下の成長率が見込まれてい

る。大幅な生産削減が造船部門で予想されてい

る。

同省は、 1976年秋におこなわれた見通しに照ら

して、 1977年度の投映は、工業生産及び雇用の両

者の下降傾向を示していると発表した。

緊縮の国家予算、依然として赤字を示す。雇用、

社会福祉、エネルギー節約、相変わらず優先

スワェーデン非社会主義連立内閣によって 1月

10日に国会に提出された1978/79財政年度の予算

案において、雇用維持、経済の均衡是正、エネル

ギ一節約、老人及び子供のいる家族に対する保障

の拡大を目指す努力が優先問題として挙げられた。

歳出方面に緊縮が目立つにもかかわらず、予算は

322億クローナ($6，700，000，000) (邦価約 l兆6，

000億円〉の赤字、あるいは現在見積られている19

77/78財政年度とほぼ同額の赤字を示している。



1978/79財政年度の歳入は1，194億クローナ(5

兆 9，700億円)と見積られているが、これは現財

政年度に関じて予知されたものを 7%上回わって

いる。政府は今年度 5月 1日からのガソリン税を

リットノレあたり 0.25クローナ(12.5円〉値上げす

ることを提案しているが、これは小売価格を 117
引き上げると同時にヨーロッパ諸国の大部分にお

いて最低価格のガソリン税を維持するものであ

る。定価あたり 100クローナ (5，000円〉の新税は

航空機運輸に予定されている。

1978/79財政年度の歳入総額のうち、所得と資

本に対する税金・社会保険料その他が41%を占め

ると見積られ、付加価値税26%、関税13%、自動

車税5%、ガソリン税3%、その他の財源から12

%と見積られている。

歳出は1， 516億クローナ (7兆5;800億円〉で、

昨年提出された1977/78年度予算の18%増である

が、現在予想されている現財政年度の実数値をわ

ずか 7%上回っている。

歳出総額のほぼ1/5、280億8，000万クローナ (1

兆4，040億円〕が社会保証(基本年金・健康サービ

スなど〉に当てられる。 196億 2，000万クローナ

(9，810億円〉が教育及び研究費に、 147億3，000万

クローナ (7，365億円〉が国防費に当てられる。家

族手当に93億9，000万クローナ (4，695億円〕労働

市場及び地方政策に80億3，000万クローナ (4，015

億円〕、報道に78億8，000万クローナ(3，490億円入

住宅助成金その他に77億1，000万クローナ (3，855

億円〉、産業諸政策に69億8，000万クローナ(3，490

億円〉がそれぞれ当てられる。

国債の利子支払いは総額96億 (4，800億円〉に

上るが、これは現財年度の50%増である。

国際的な開発協力への割当は総額38億 7，000万

クローナ (1，935億円〉でGNPの丁度 1%強で

ある。そのうち 113は国際的な諸機構を通して運

ばれるが、各国向けの援助のうち98%は寄贈の形

をとっている。

植物学者リネーの 200年祭

“今日のリネー(Linne)における研究一発展と

展望"を主題にした国際シンポジゥムは、 1778年

1月10日に没したスウェーデンの植物学者カーノレ

.フォン・リネー(Carlvon Linnめの死後200年

祭を表明して今年開催される式典の中で、最も貴

重な位置を占めるものの一つであろう。

同シンポジゥムはワップサーラ (Uppsala)大

学とスウェーデンリネー協会 (SwedishLinnる

Society)、王立科学アカデミー (RoyalSwedish 

Academy of Sciences) の協同主催のもとに 5

月26-28日にかけてウップサーラとストックホノレ

ムで聞かれる。 20人ほどの講演者の参加が期待さ

れ、そのうちおよそ半数は外国から予定されてい

る。

ロンドン リネー協会 (LinnaeanSociety of 

London)の後援のもとに同種の会合が同時必準

備されつつあり、スウェーデンにおける同会合は

“二重シンポジゥム"の一端を担うであろう。

カーノレ・フォン・リネーは1707年スモーランド

(Smaland) の南スウェーデンの賓しい牧師館

に生まれ、スウェーデンのあらゆる時代における

最も著名な人物の一人である。彼の偉業は自然科

学の系統立てで、その土台はいわゆる植物雌雄分

類法と二名式の学名命名法である。(それによっ

て動植物は総称と学名の二名を与えられる〉。

リネーは多作家で数百冊の科学の著書を出版し

た。これらのうちで最も著名なものは、 “自然の

体系" (Systema Naturale) -1735年初版、 2

つ折り版12ページ;1766-68年に第12版、 8つ折り

版2，500ページ以上にわたるーと“植物の種"

(Species-Plantarum) 1753年である。前者は

人類の発達に多大な意義をもたらす 100冊の本の

うちの l冊であると言われる。

1730年代にリネーは 3年ほどオランダ、ドイ

ツ、イギリス、フランスに滞在したが、ヨーロツ

パを離れたことはなかった。

彼は科学的な標本を集めるために商船や探検旅

行に弟子を伴わせて世界中に派遣した。

彼らのうち幾人かは独力で世界的な著名人にな

った;ダニエル・ソランダー (Daniel Solander) 

はジェームズ・クック CJamesCook)と共に太

平洋を旅し、ベーテノレ・フォシュコール (Petter

Forskahl)はアラビアに、南アメリカにおけるべ

ーノレ・レーヴリング (PehrLofling)、北アメリカ

におけるペーノレ・カノレム (PehrKalm)、 “日本

のリネー"と名付けられた C.P.ツユーンベリィ

(c. P. Thunberg)などである。

リネーは彼の科学著書の大部分をラテン語で書

いたが、母国語の大家でもあった。彼のスウェー

デンにおける旅に関する著書は18世紀のスウェー

デンの散文の傑作のうちに入るといわれている。
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職場の再組織

職 場組織の
自動車産業における労働の人間

化ートヨタ自動車工業能 率と改善
昭
和
田
年
2
月
お
日
発
行

家庭電器産業における労働の人

間化ー松下電器、三洋電機、三

菱電機

日本における

労働環境の特

殊性と対策
自動車部品メーカーのモジュー

ル方式一関東精器、日本ラヂエ

ーター

日本大学教授

高須裕三
中央大学教授

丸尾直美編著
第

m巻
第
2
号

「組織崩壊現象」に悩む企業

作業再組織による画期的な新工

場

トヨタ自動車工業(株)取締役

坪井珍彦

毎
月
1
回目
ω
日
発
行

「生産グループJi推進クルー

プ」による職場の活性化

ホワイトカラー労働にも人間化

を

海外企業の職場再

組織の実態

「ジョブ・エンリッチメント」

の成功例

定価 1200円

送料 160円

276頁

編
集
責
任
者
高
須
裕
三

発
行
所
社
団
法
人
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
研
究
所

アメリカとは事情が違う、日本人はもともと勤勉であ

るし、単一民族であるからコミュニケーションもうま

くいっているし、人間的参加の組織もで、き上がってい

る、と見る向きが多いようである。しかし人の意識と

いうものは、契機さえあれば大変化し得るものであ

る。オイノレ・ショックを契機とした消費者意識の変化

で我々はそれを経験済みである。また、よごれる仕事

を極端に嫌¥"，阻害意識の強い最近の若年労働者をつ

なぎ止めておくために、現場の管理者がどんなに頭を

悩ましているかは、もっと知られるべきである。そう

いう意味で、本書に紹介されているトヨ夕、松下電器

などの日本の先駆的工場の努力は、大きな参考になる

であろう。

頻発する山ネコ・スト、転職率とアブセンテイズム

〈計画的欠勤)の著しい増加、組織の規律喪失ないし

ディスオーガナイゼーション(組織崩壊〉現象の兆候

など、先進諸国の工場および労使関係は重大な転換期

に直面していると言えよう。

他方、こうした現象に対応する新しい自律的秩序の

兆候も各国にみられはじめている。本書で詳細に紹介

されているスウェーデンのボ/レボネ士、サーブ・スカニ

ア社、あるいはアメリカのゼネラノレ・フーヅ・トペカ

工場などは、作業の画期的な再組織と新方式の導入に

よって、現代の工場が抱えている問題を解決し、環境

改善と能率の両立にめざましい成果をあげている先駆

的工場の好例であろう。

日本の場合はどうであろうか。日本はヨーロッパや

振替東京 25976電話 (03)504-6515 東京都千代田区霞が関 1-4-2〒 100

定
価
二

O
O円

ド社
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